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「生まれ変わるとすればどちらの性か」の設問は「国民性調査」として統計数理研究所1985
年から５年ごとに調査をしている。直近の調査では2008年の調査が図表４であるが、女性で
は「女性に生まれたい」（71％）、「男性に生まれたい」（23％）であるのに対し、本学の学生
では「女性に生まれたい」（45％）、「男性に生まれたい」（23％）である。生まれたい性の推
移（図表４︲２）を見てみると2003年には、女性に生まれたいが42％であったが、2008年に
は39％とその率は減少している。本学の学生は全国の調査結果とほぼ同じであった。その理
由は様々であろうが、環太平洋価値観国際比較調査（2005年～ 2008年：上海、台湾、韓国、
北京、香港、インド、シンガポール、オーストラリア、日本、米国）に示したように、最も高
い米国では84.5％であり、日本は次いで71％である。これは男女の平等感、男女の地位の影響
を受けると考えられている。本学の学生がどのような理由で「男に生まれたい」「女に生まれ
たい」と思っているのかは、ヒアリングをして調査を続けたい。
設問６　同年齢と比較しての自己評価
図表５－１　同年齢と比較しての自己評価（知的能力面）
図表５－２
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「短期大学生に関する調査研究」（財団法人短大基準協会、2011年度：以下短大調査と呼ぶ）
との比較をしてみても、ほぼ平均的な値を示している。
Ⅳ．今後の課題
少子高齢社会が急速に進行する中、持続可能な全員参加型社会を構築していくには女性の労
働力は不可欠である。また、男女共同参画社会の実現に向けて、女性の様々な分野における地
位の向上を考えるとき、女性の潜在能力を引き出し、活躍を推進することは社会の活力につな
がる重要な要素である。
翻って本学学生の就職状況を見るとき、積極的に社会参加を目指す学生はそう多くない状況
がある。その原因をとらえようと意識を調査した結果、以下のことが考えられる。
１．仕事は経済的な面から考えても重要な事柄である。
２．仕事で仲間に認められるようになりたい。
３．様々な領域に関する仕事をしたい思いがあり、変化のある仕事を希望する。
４．人生には仕事も大事であるが、家庭、友人と良好な関係を築きたい。
５ ．結婚はしようと思い、結婚・出産後も仕事は続けたい。子育ても大切であり、そのた
め一時的に仕事を離れるのは仕方がない。
６ ．仕事に必要とする学力面等にはあまり自信はないが、健康と粘り強さには自信があ
る。
これらを踏まえて、本学学生へのキャリア形成、就業サポートは以下の事柄が必要と考え
る。
１．学力の強化（特に外国語、数的能力を中心とした学力）に対する支援活動
２．女性としてのキャリア形成に関する知識の付与
３．自信を持たせる（自己評価向上）ために資格等の取得など、達成感を感じる仕掛け
これまでも問題として挙げられ、それに向けての方策がとられてきているが、今回のアンケ
ート結果からその事柄が裏付けられた。今後、カリキュラム構築、その他の支援に具体策を提
示し、活用したいと考えている。
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